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現在、愛知県安城市の医療拠点としては、南部の厚生

病院とともに、八千代病院は北部の重要な拠点施設とな

っています。

この八千代病院は安城市の北部に位置し、愛知県の広

域２次輪番病院で特定医療法人に認定されています。

病床数320床をもち、急性期の疾患を中心に、慢性期の

疾患にも各科協力して診療にあたり、平成８年には安城

市からの委託で安城市在宅介護支援センターを設置し、

在宅医療も開始しました。

平成17年に現在の場所に新築移転し、療養病棟（52床）、

回復期リハビリテーション病棟（52床）が新設されました。

特殊な領域としては最先端の不妊治療を行なっており、

診療記録、検査や処方、医療用画像などは電子情報とし

て運用しています。

癒しと文化活動の融合へ

新病院設計における基本的な方針はクリーンで家庭的

な病院、というものでした。病院側のスタッフとして担

当したのが、一級建築士の資格を持ち、長い間建築の技

術的な問題から病院内の文化的な活動に至るまで、さま

ざまな相談役として活動してきた情報室の今井康治さん。

「基本的には従来の計画手法によりながら、安らぎ、

和らぎが感じられて、安心して治療に専念できる空間に

するべきだと思いました」とは今井さんの言葉です。

日常生活の中にあって違和感、威圧感を感じない病院

となるように、照明方式、色温度などについては慎重な

検討が繰り返されました。さらにインテリアについても、

廊下や食堂・談話室、理学療法室などからトイレまで絵

画が展示され、家具やカーテンなどのファブリックやデ

ザインが重視されていて、病院としての機能はもとより、

居住空間としても十分な配慮が感じられます。

展示される絵画に関しては、病院全体で調和をもたせ

るために、セレクションは病院側が行なうことになって

います。寄贈を受ける場合でも、インテリアや照明など

にマッチした作品を、病院が選択することになります。

もちろん、地元のボランティア活動の一環としての企画

展的な展示も行なわれますが、その場合にはフロアを分

けて展示し、全体のイメージに混乱が生じないように配

慮されています。

玄関ホールでは癒しをテーマとしたさまざまなコンサ

ート、イベント、文化講演などが行なわれています。毎

週日曜日にコンサートなど芸能関係の催し物が、そして

年に一度ボランティアの集いが開かれています。

病院側でもスタッフ全員が何らかのボランティア活動

に参加するようなモチベーションづくりを行なっており、

この活動はどんどん広がりを見せて、毎日曜日のミニコ

ンサートでは病院内外から40～70人が集まるとのこと。

もともとこのような活動は新病院のハードにもプログ

八千代病院
癒しと文化活動の拠点として

八千代病院外観。エントランスにはキャノピーが広く張り出している。

１階の総合受付。ベンチは可動式で、玄関ホールの使われ方に応じて、
さまざまに移動できるように配慮されている。

４階にレディース病棟が他の病棟と混在しているため、レディース用
の屋上庭園は柵によって仕切られている。
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ラムされており、受付待合を兼ねる玄関ホールの一隅に

はエレクトーンが置かれており、舞台ともなる仕組みで

す。また、待合のいすには小さな車輪が組み込まれてい

て、普段は受付カウンターに向いているのですが、ステ

ージを取り囲む客席のように配置換えするのも簡単です。

トイレにもアートを

「病院内のトイレも、このような姿勢から取り組みま

したが、ソフトの面からだけ考えていくと、単に住宅の

延長上になってしまいます。しかし、病院の機能を十分

に果たすためには、ハードから考えることも大切です。

機器としての便器自体の性能や、その他の機器やパー

ツ類を含めたトイレ内のレイアウト、動作空間などに関

しては、すでに多くの実験結果や実際の現場からのレポ

ートがありますので、基本はすでに抑えられているとい

ってもよいと思います。建築的に付加するとすれば明る

さとカラーリングぐらいではないですか。

その上で何をするかというと、病院全体の空間と違和

感なく連続していることが重要ですね。トイレだけが特

別な空間ではないのです」という今井さんの考えから、

トイレ内部にもアートが飾られることになりました。

今井さんは「特別なことはしていません」とはいいな

がら、これまでに独自でシミュレートしてきた経験がい

ろいろな面で生かされています。

１階外来トイレ前の廊下の壁に
はアートが飾られている。サイ
ンはトイレに限らず、インテリ
ア全体の色調に対して補色が選
ばれている。

外来トイレの手洗いなどにもア
ートがさりげなく置かれている。

外来トイレに限らず、すべてのトイレには物を置く棚が用意されている。
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オストメイト対応の多目的トイレには、水を多量に使って洗い流すこ
とができるように、グレーチングの付いた排水溝が用意されている。

２階外来トイレの入り口。サインは廊下に対して
平行と直角の２方向に設置されていて、どのよう
な角度からでも認知しやすい。

男女兼用の多目的トイレには、さまざまな設備が装備されている。

回復期リハ病棟専用の屋上ガーデンには、ト
レーニング用のコースが設定されている。

談話室から屋上庭園を見る。

１階の待合まで自然光を届ける光庭。

オストメイト対応の多
目的トイレ。病棟の多
目的トイレ（写真左上）
は、車いすでの使用が
多いと想定されるため、
オストメイト用流しを
低く設置している。

PS

男子便所�

４床室�

特室� 女子便所�

汚物処理室�

PS

BPW

ソファベッド� ソファベッド�

個室�個室�

ウロゼント�

移動型デスク� 移動型デスク�

折畳み�
ポータブル�
トイレ�

蓄尿架�

PSPS
前室�

廊下�

集中型病室トイレとその周辺病室の水回り詳細図



癒されるトイレ環境をめざしてVol.5/31

院内すべてのトイレでユニバーサルデザイン化が進め

られました。一般トイレであっても広めになっており、

車いすにも十分に対応できます。また、男子トイレにも

ベビーチェアとベビーシートが設置されています。オス

トメイト対応の多目的トイレには汚物流しは当然のこと、

ベビーチェア、ベビーシート、点滴用フックが用意され、

すべての便器脇には荷物棚が設置されています。

オストメイト対応トイレの汚物流しの高さは、立って

作業しやすい高さと、車いすでも使用できる高さの２種

類が用意されています。

水回りなどに独特の工夫

手洗い場のカウンターは、西ドイツ製のシステムキッ

チンの部材が使用されています。これは造り付けではな

く、後付けができることと取り付けのためのパーツも多

種多様であるため、さまざまな場面でも対応できます。

また、取り外しも簡単で、リペアする場合などにも便利

だとのこと。素材が厚いために耐久性が高く、作業カウ

ンターや窓台などにも利用されました。

屋上緑化によるリハビリコースと散歩道

４ヵ所の屋上には緑豊かな庭園が設けられています。

ベンチやテーブルが用意されてゆったりとくつろぐこと

ができる庭、リハビリのためのコースが用意されている

庭など、さまざまな演出が施されています。さらに、各

廊下の突き当たりに設けられた小さなデイコーナーの外

側にも、植物が置かれた小さなバルコニーがあり、デイ

コーナーの家庭的なスケールにマッチした、気持ちのよ

い場所となっています。

植栽は屋上に限らず、１階の外来待合ホール近くの光

庭にも施されており、穏やかな雰囲気をつくっています。

さらに建物の周囲をも取り囲んでいて、入院している患

者さんにとっても、また外来の患者さんにとっても、ゆ

ったりとした気持ちで治療に専念できる環境がつくられ

ています。

ゆったりとしたスペースの特別個室とトイレ。 病棟の廊下にも額が掛けられて、落ち着いた雰囲気を醸している。

特別個室のトイレと浴室。

手洗いをはじめ、さ
まざまなところに設
けられたカウンター
の素材にもこだわり
がある。

個室のトイレとシャワーブース。

手洗いの水栓のセレク
ションにも、デザイン
的な視点が感じられる。
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